
  

注意

この資料は、tDiaryParty2.1の席上で発表された基
調講演のものですが、なにぶん内輪のイベントなの
で、かなりてきとーなことをしゃべっています。全部を
真に受けてはいけません。

2006-04-15 ただただし



  

基調
講演



  

といえば



  

一生に
一度は



  

やって
みたい



  

男子の
本懐



  

今日は



  

黒の
ハイネックに
ジーンズの



  

正装



  

ですが



  

肝心の
プレゼン
マシンが



  

どうみても
Windows

です



  

本当に
ありがとう

ございました



  

さて



  

今日で
tDiaryは



  

満5歳
(と-5日)



  

今日の
幹事は



  

これに気づ
いていたの
だろうか?



  

なんにせよ



  

ご愛用
感謝



  

大勢の
ユーザと



  

熱心な
開発者



  

tDiaryは
幸せ者



  

しかし
まだ



  

たった
5歳



  

小学校に
あがっても

いない



  

いわば
ニート



  

そも
そも



  

tDiary
開発の
目的は



  

Ruby
の普及



  

tDiaryの
おかげで



  

いまや



  

Rubyの入っ
ていないレン
タルサーバな

ど皆無



  

野望
達成



  

完全
勝利



  

天下
無敵



  

眼鏡
万歳



  

これで
終りか?



  

いやいや



  

日記
ツール

としての



  

使命



  

大事な
ことが

残ってる



  

日記
ツール
にとって



  

一番大事
なことは
何か?



  

最新の
テクノロジに
追従し続ける

こと?



  

No!



  

それも
大事



  

でも一番
ではない



  

ユーザを
増やす
こと?



  

No!



  

それも
大事



  

でも一番
ではない



  

本当に
大事な

こと



  

それは



  

日記を長く
書き続け
られること



  

明日なくなる
かも知れぬ

ツールを使い
たいか?



  

No!



  

続けりゃ
いいって
もんか?



  

Yes!



  

ブログに
ゴミみたい
な日常を

書くな



  

という人も
いますが



  

そんな
日常が
20年後



  

貴重な資料
に

ならないと



  

言い切れる
人など

いません



  

という
わけで



  

次なる
目標



  

20年



  

あと20年
存続しよう



  

5歳+20年=



  

四半
世紀



  

これだけメン
テされれば
誰も文句は
ないだろう



  

もちろん



  

何の約束も
できません



  

20年後に
生きてる

かどうかも



  

怪しい



  

だいいち
20年後に



  

Webが
存在して
いるか?



  

わからない



  

しかし
間違い

なく



  

日記は
存在する



  

形は
変わっても



  

20年後も
日記書きを



  

手助けする
ツールで
いよう



  

そういう
視点での
機能拡張



  

例えば



  

ファイルの
上書きだけ
でできる



  

バージョン
アップ



  

データの
肥大化を
抑える



  

揮発性
リンク元



  

UTF-8化も
重要課題



  

これは
停滞を

意味しない



  

進歩は
重要



  

進歩
なくして



  

20年の
存続は



  

ありえない



  

新しい
ことにも



  

どんどん
チャレンジ
していこう



  

間違った
方向に

進まぬよう



  

注意深く
なるだけ



  

そして



  

20年後も



  

こうして
集まれると
いいですね



  

ご清聴
感謝



  

one more thing?



  

tDiary



  

2.1.4



  

リリース



  

tDiary
2.1.4

リリース...



  

LIVE!!



  

LIVE!?



  

これから
この場で
リリース
します


